
 

 

 教育相談・不登校対策・特別支援教育部会 
 

 教育相談、不登校対策、特別支援教育部会では、小中連携の効果的な進め方について検討し

た。各校で使用していた児童理解のための資料を基に、中学校への引継ぎ時に活かしていくた

めの「小中連携シート」を作成した。平成２２年度には、中学校入学予定児童の引継ぎに「小

中連携シート」を活用した。平成２３年度からは小学校在籍児童においても児童理解や次年度

の引継ぎのために活用している。分科会において検討したのは以下の項目である。  

 

 

 

 

 

 

 

 今後も小･中学校が連携していく中で児童・生徒の成長を支えていくための活用を目指したい。 

 

【参考資料：フェイスシートの手引き】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 活用しやすい小中連携シートの作成  

○ 名称の検討（他のシート名と重ならないように）→フェイスシート  

○ 記載方法、作成時期・手順（下記参照：フェイスシートの手引き）  

○ 管理保管の仕方  

○ 中学校における小中連携シートの活用  

Ⅲ 研究内容 

３ 教育相談・不登校対策・特別支援教育 



 

 

  
  ３校がそれぞれに行っていた「あいさつ運動」につ  

 いては、昨年度は、互いにあいさつ運動のポスターを  

 交換し掲示していたが、今年度は７月に３校で時期を  

そろえての「あいさつ運動」を行った。「社会を明るく  

する運動」とも連携し、地域の人たちとともに、小学  

生、中学生、それぞれが元気にあいさつを交わした。  

これからも、学期に１回は３校時期を同じくして、「あ  

いさつ運動」を行っていく予定である。  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
９月２日（金）の午後、保谷第一小学校と 

 栄小学校の６年生が、青嵐中学校のプールに 

 集まり、「水泳交流会」を行った。 

青嵐中のプールを会場にして、両校の６年 

生が水泳記録会を行い、交流を深めた。 

 

 

６年生たちは、大きくてきれいな青嵐中学校

のプールに驚き、「来年はこのプールで授業を受

けるのか」「来年同じクラスになる友達が向こう

の学校にいるかもしれないな」と中学校進学へ

の期待を膨らませていた。 

６年間の成果を出そうと、皆頑張って泳ぎ、

友達を一生懸命応援していた。  

Ⅲ 研究内容 

４ その他の取組 
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